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Ⅰ　総　括

　前身の水理実験センターの発足当時から定常的
な観測を実施してきた，陸域環境研究センターの
水収支・熱収支観測圃場（以下，圃場）は，2000
年を過ぎると，センサーやデータ収録システムの
老朽化が特に目立つようになった．インターネッ
トやパーソナルコンピュータの普及に伴って，自
動化・ディジタル化による省力化が可能となるな
ど諸条件が整ったことから，観測・公開システム
とセンサーの，陸域センター発足以来最大規模の
更新が，2003年からほぼ 5年の月日をかけて実
施された．
　まず 2003年には，データ収録および公開を行
うシステム（たとえば，森・新村， 1999）の入れ
替えが行われ，データのディジタル化から公開・
アーカイブに至るまでの完全な電子化が行われた
（浅沼ほか， 2004）．また，これ以降の度重なる更
新を経て，圃場内の一般観測者間のデータロガー
間の通信（樋口ほか， 1999）が有線同軸ケーブル
から無線 LAN に変更されている．
　これとともに，長らく交換されてこなかった，
様々な観測センサーの総入れ替えが，2005̶2008
年の複数年度に渡って行われた（第 1図）．これ
らにはセンター運営費の他，数々の競争的資金な
どの予算が用いられている．これと並行して，

15年にわたって蓄積された圃場ルーティン観測
データを整理してとりまとめる作業も行われた．
15年間のデータの品質管理を行ってデータを整
理して図化するとともに，観測に関する細かな
情報を解説して冊子として出版した（渡来ほか， 
2006）．これらは 1989年（水理実験センター報告
第 13号別冊， 1989）以来の 15年ぶりの作業であ
る．
　以上のようなルーティン観測の整備と並行し
て，圃場において多くの観測研究が行われた．
1990年代からの GAMEなどに代表される大陸規
模熱・水収支研究に加え，植生を対象とした研究
が集中的に行われた．例えば，炭素収支や植物
生態に関する研究（例えば，下田ほか， 2003；横
山・及川， 2002など），植生の衛星リモートセン
シング（たとえば，樋口ほか， 2000；西田・樋口， 
2001など）や安定同位体を用いた研究（たとえ
ば，飯塚ほか， 2004など）である．
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第 1図　水収支・熱収支観測圃場におけるルーティン観測機器更新履歴（山中， 2012）


